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済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
2
0
1
8（
骨
太
方
針
）が
6

月
15
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。社
会
保

障
費
増
加
額
の
上
限
に
つ
い
て
は
具
体

的
な
金
額
が
明
示
さ
れ
ず
、19
年
度
予

算
案
に
お
け
る
抑
制
額
は
、8
月
末
の

概
算
要
求
後
の
予
算
案
編
成
過
程
に
お

い
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

22
年
か
ら
は
団
塊
世
代
が
75
歳
に

入
り
始
め
、24
年
に
は
歴
史
上
初
め
て

50
歳
以
上
の
人
口
が
5
割
を
超
え
る

こ
と
に
な
る
。そ
の
後
も
、若
年
人
口

や
生
産
年
齢
人
口
が
急
速
に
減
少
し

て
い
く
一
方
、高
齢
者
人
口
は
40
年
ご

ろ
の
ピ
ー
ク
に
向
け
増
加
を
続
け
、75

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
総
人
口
に

対
す
る
比
率
は
30
年
ご
ろ
に
は
2
割

に
近
づ
き
、社
会
保
障
関
係
費
の
急
増

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

安
倍
内
閣
の
目
指
し
て
き
た
デ
フ

レ
脱
却
と
実
質
2
％
程
度
・
名
目
3
％

程
度
を
上
回
る
経
済
成
長
の
実
現
は

い
ま
だ
道
半
ば
の
状
況
に
あ
る
。政
府

は
、19
〜
21
年
度
を「
基
盤
強
化
期
間
」

と
位
置
づ
け
て
お
り
、25
年
度
の
国
・
地

方
を
合
わ
せ
た
P
B
黒
字
化
を
達
成

す
る
た
め
、経
済
再
生
と
財
政
健
全
化

に
着
実
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

社
会
保
障
制
度
は
、景
気
を
下
支
え

し
て
持
続
的
な
経
済
成
長
を
後
押
し

す
る
役
割
が
あ
る
か
ら
、そ
の
持
続
性

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。「
再
生
計
画
」

に
お
い
て
は
、社
会
保
障
関
係
費
の
実

質
的
な
増
加
は
、21
年
度
ま
で
の
間
、高

齢
化
に
よ
る
増
加
分
に
相
当
す
る
伸
び

に
収
め
る
こ
と
を
め
ざ
す
方
針
を
継
続

す
る
と
し
て
い
る
。社
会
保
障
の
持
続

可
能
性
を
確
実
に
確
保
す
る
た
め
に
は
、

給
付
と
負
担
の
見
直
し
、エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
く「
費
用
対
効
果
評
価
」手
法
の

導
入
に
よ
る
給
付
の
効
率
化
、健
康
寿

命
の
延
伸
に
よ
る
社
会
の
活
力
の
維
持

が
必
要
で
あ
る
。ま
た
、人
手
不
足
の
下

に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
確
保
の
た
め
に
は
、

医
療
・
介
護
等
の
分
野
に
お
け
る
生
産

性
向
上
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
も
不

可
欠
と
な
る
。

　

前
記
の
よ
う
な
基
本
的
視
点
を
踏

ま
え
て「
骨
太
方
針
2
0
1
8
」で
は
、

高
齢
者
へ
の
給
付
を
中
心
と
し
た
現

行
の
社
会
保
障
を「
全
世
代
型
社
会
保

障
制
度
」へ
と
再
構
築
す
る
と
と
も
に
、

世
界
に
冠
た
る
国
民
皆
保
険
の
維
持
、

そ
し
て
次
世
代
へ
の
継
承
を
め
ざ
す
と

し
て
い
る
。こ
の
な
か
で
、

・	

糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
と
認
知
症

の
予
防

・	

在
宅
で
の
看
取
り
な
ど
の
推
進

・	

技
術
革
新
を
活
用
し
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
生
産
性
向
上
と
見
え
る
化
、

先
進
・
優
良
事
例
の
横
展
開

・	

長
期
収
載
品
の
薬
価
引
き
下
げ
、21

年
度
以
降
、毎
年
薬
価
調
査
を
実
施
・

毎
年
薬
価
改
定

・	

薬
剤
自
己
負
担
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
、市
販
品
と
医
療
用
医
薬
品
と
の

間
の
価
格
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
・
適
正

使
用
の
促
進

・	

高
齢
者
医
療
・
介
護
制
度
に
お
い
て
、

所
得
・
資
産
の
保
有
状
況
の
適
切
な

評
価
に
基
づ
い
た「
能
力
」に
応
じ
た

負
担
へ
の
改
革
、後
期
高
齢
者
の
窓

口
負
担
・
保
険
料
・
公
費
負
担
の
あ
り

方
の
見
直
し

な
ど
に
つ
い
て
、幅
広
い
観
点
か
ら
総

合
的
な
検
討
と
対
応
を
求
め
て
い
る
。

　

健
保
組
合
、健
保
連
は
、上
記
の
骨
太

方
針
を
積
極
的
に
受
け
止
め
、保
険
者

機
能
を
発
揮
し
、加
入
者
へ
の
啓
発
に

一
層
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

医
療
・
介
護
の
デ
ー
タ
の
整
備
・
分
析
を

進
め
、予
防
・
健
康
づ
く
り
に
努
力
し
た

者
が
報
わ
れ
る
制
度
の
実
現
を
め
ざ
し

て
い
き
た
い
。

経

骨太方針2018を踏まえた
今後の対応

133

視 

点


